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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・有給を取得したい場合は、ワークフロー提出に加えて、慶長JGMにも口頭で報告と相談をすること。
・自身の担当利用者様のデータベースの情報を最新のものに更新すること。期限は12月中。
・ジョブガイダンスを1月に実施予定。日程や内容については利用者に希望を確認しながら決定していく。

・日誌やカンファレンスの回覧後に届くコメントに、指摘内容があれば直ぐに情報を伝え、対応するようにして下さい。
・忘年会余興参加者の募集がWIZに掲示されていますので、各自確認して下さい。
＜各種締め切り＞
・1/10（木）疾患別診療計画書（新担当）、週4回以上利用で医師の評価が6カ月されていない利用者様がいれば、医師の評価を忘れずに。

＜研修案内＞
・認知症ケア専門士認定試験の案内があり、希望の方は佐藤AOMまで。

〔内部研修〕

・1/9（水）　看護グループ内研修　テーマ「患者様のプログラムに関して（リハプロ、作業療法、ＳＳＴ）」　講師：木村ＪＧＭ　佐藤ＯＴ　場所:2階会議室

＜法人行事＞
・12/25（火）忘年会
・12/30（日）納会
・1/4　（金）互礼会

＜利用者様情報＞
デイケア

・船場　幸子様～グループホーム世話人より、昨日の診察で手の痺れ、感覚がなくなる、冷汗がある事を相談したが、主治医や薬剤師がすぐ対応してくれないと表情硬くしていたとの事。次回受診までに検討するとの事だが、本人が上手く理解できていない様子であり、デイケアでも話を聞くと「今はまだ、落ち着いているから大丈夫です。今度の診察でまた話してみます。」と穏やかに返答している
・松村　勉様～「調子が悪い」と話すため具体的な症状を確認すると「体の節々が痛い」という。体温36.7℃。血圧118/72mmHg、脈拍136回/分。脈が速かったため再検し血圧125/62mmHg、脈拍125回/分。昼食時間に男性トイレ内で何度も「おえっ」という声が聞こえる為確認すると「食物が気管に入った」と話している。
・繁名　和恵様～先日ベッドから起きる際に右足股関節を捻った際に痛みが走ったと言う。その後整形外科受診し、関節に注射をしたと本人が話しているが、診療明細書がない為詳細不明でありグループ世話人へ情報確認していく。午後より頭痛を訴え「くも膜下出血だ。」という事があり、静養室で1時間程休んでいる。静養後もあまり頭痛は軽減しないと話している。その後、「昨日ね幻聴と頭痛が強くて寝てた。先生に『頓服薬飲まないで』って言われたから飲まなかった」と話すが、先生に言われたという内容は事実かは不明。
・曽我　泰庸様～昨日のデイケア利用時に「掃除したときに捨てちゃった。今週初めから飲んでない」と昼食後薬を服用していなかった。事実かは不明だが当館で薬の空包は確認されていない。上記について訪問看護ステーション五福へ情報提供すると、昨日の訪問時でも薬が紛失していると報告があったという。上記に加え最近のデイケア利用時について兄へ情報提供している。
本日、兄から相談がある。生活保護担当者から10万円を返還するよう言われたため、返還後に生活保護が廃止となるのではないか？と不安であるという。返還理由について兄へ確認していく。デイケアでは、昨日と同様にバスの乗り間違いがあり、八戸駅に終着したという。
・佐々木　理佳様～昨日本人より連絡があり、一般就労の面接を受けて採用になり昨日から働いている為、デイケアには行けなくなると報告がある。週何日就労するのか聞くが、「週5日だと思います」と答え、出勤した際に詳細は確認したか聞くと、今日は働いて来ただけとの事で、詳細を確認し連絡が欲しいことを伝えている。
デイナイトケア・古川　富蔵様～青風荘から情報提供がある。本日、蜂窩織炎の治療で高橋皮膚科を受診した際に、興奮気味に「立ち上がって歩くと痛い」「しゃがめない」と訴えていたとのこと。医師より、患部の浮腫や熱感があるため、安静にすること、足を高くあげるよう指示がある。次回受診日は12/25（火）で、症状が治まらなければ入院の可能性もあると説明を受けたとのこと。立ち上がる際の痛みは今まで訴えがなかったが、本人的には前から痛みがあったとのこと。処方薬は変更なし。
・倉橋　生子様～青風荘から情報提供があり、昨日帰荘後は用事を端的に済ませ、他者とのトラブルや多弁さはなかったとのこと。デイナイトケアでは、プログラムに遅れて参加することや落ち着きなく歩いていることがあり、集中に欠ける様子が窺える。昼食後には眩暈を訴えるがバイタルサインに異常はない。担当スタッフには、部屋のタオルがほつれていると話し、「あの人しか部屋にはいらないでしょう」と青風荘管理者の名前を挙げ、部屋に入って悪さをしていることを決めつけるような言い方をしている。また、デイケアの男性利用者と担当スタッフが結婚していると決めつけた発言もあり、訂正しているが受け入れることが難しい様子がある。先日、スタッフに声を荒げた件についても「ちょっと声が大きかっただけ」と言い、内省は出来ていないような発言が聞かれている。他者とのトラブルはないが、スタッフを替え同じ訴えを繰り返していることや話の切り上げが難しいことをが続ている。

・鈴木真知子様～昨日、夕食後薬服用前に板橋利美様に対し、「板橋さん、やめてくれる」と話すことがあり、スタッフが介入していた。帰荘後の様子は、同様の言動はなく、トラブルはなかったと青風荘より情報がある。本日は、デイナイトケアで過ごしている時やプログラム等で近い場所に板橋様がいても、自分から話し掛けることや接近することはない。
ナイトケア

・下妻　康貴　様～昨日相談支援専門員、グループホーム世話人、ナイトケア担当スタッフ、本人でモニタリングを実施。現在体調を大きく崩すことなく、仕事や生活を継続できているとのことだが、グループホームやナイトケアの特定利用者の名前を挙げ、「気になるから落ち着かなくてゆっくりできないんだよね」と話している。グループホーム特定利用者については、過去に壁を蹴っていることがあったが、現在は落ち着いているとのこと。今後の対応を検討し、同じグループホームであることからあいさつ程度の関わりはしつつも、過度な接触はせず、気になる点はすぐに相談して対応することとしている。ナイトケア特定利用者である若松邦生様については、「勉強ばっかりしてて、見せびらかしてる感じがするから気になる」「勉強ばかりして何になるんだろ」と話している。本人の訴えを傾聴しつつ、各利用者によって取り組んでいる活動に違いがあり、それぞれ目的をもって行っていることを伝えると、「そうなんだろうけども、気になるんだよね」と返答。また、「うみねこ幸房が無くなってから、利用者やスタッフが変わって、変わったことにまだ慣れれてないんだよね」とも話している。今後の対応を検討し、様々な変化に少しづつ慣れていきつつ、気になる点は担当スタッフへ相談し、ストレスを溜めすぎずに過ごす方法を探していくこととしている。ナイトケアでは映画観賞しながら時折スタッフと交流している。本日の調理プログラムについて「今年は参加人数が少なくて寂しいね。どんどん人が少なくなって調理プログラムが自然消滅しちゃうんじゃない？」と冗談を交えつつ不満を訴えることがあるが、若松様の名前を出すことはない。
＜外来患者様情報＞
・櫻川　貞二様～体調不良の為、本日の診察はキャンセルとなり、来週12/28へ予約変更しています。
・寺地　啓喜様～独語を母に注意されているという。幻聴への反応というよりは妄想に近いです、などと本人は話す。幻聴体験は日1～2回程度で変化なし。また母より就労して欲しいと言われている。自分も将来的には働かないとは思っているが、暖かくなってからが良いなどと話す。処方継続。次回採血検査予定。
・曽我 泰庸様～まあ普通です、と。間違って昼食後のMgOを捨ててしまったとのことで注意した。食事や睡眠は大丈夫、と本人。飲酒もしていないと話す。処方継続。薬の管理について改めて指導。
・小笠原　キワ様～まずまずです、と。血圧が時々高いことを気にしている。食事や睡眠とれているとのこと。たまに動悸がすることもあるといい、ECGでも洞性不整脈が検出されていたため、症状の変化に注意していく。処方継続。病院でも血圧を測定してみる。
